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第１４回　神楽坂「感染症にまつわる数理」勉強会

 腫瘍・免疫モデルのダイナミクス解析

日時：２０２４年３月２１日（木）

腫瘍・免疫系において、Ｔ細胞が抗原提示細胞である樹状細胞
の抗原（腫瘍）提示により活性化され、腫瘍細胞を殺傷し排除
する。Ｔ細胞と樹状細胞、腫瘍細胞からなる腫瘍・免疫モデル
を構築し、そのダイナミクスを考察する。注目する点は
　①抗原提示細胞によるＴ細胞の活性化の非線形構造
　②Ｔ細胞の活性化に至るまでの時間遅れがダイナミクス
　　に与える影響
である。
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